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10月12日～ 11月15日

「
第
86
回
全
国
都
市
問
題
会
議
を
開
催
、 

市
長
を
は
じ
め
約
１
７
０
０
名
の 

行
政
関
係
者
が
参
加

　

10
月
17
日
、
18
日
の
２
日
間
、
姫
路
市
の
ア
ク
リ

エ
ひ
め
じ
に
お
い
て
、「
健
康
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く

り
～
市
民
の
一
生
に
寄
り
添
う
都
市
政
策
～
」
を

テ
ー
マ
に
、（
公
財
）後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研

究
所
、（
公
財
）日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
及
び
姫
路
市
と

の
共
催
に
よ
り
約
１
７
０
０
名
の
参
加
者
を
得
て
開

催
し
た（
詳
細
は
本
号
巻
頭
の「
第
86
回
全
国
都
市
問

題
会
議
報
告
」を
参
照
）。

［
調
査
広
報
部
］

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の 

適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る 

法
律
案
に
関
す
る
意
見
」を
環
境
省
に
提
出

　

環
境
省
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
２
６
３
条
の
３
第

５
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
10
月
29
日
、
標
記
意
見
を
同
省
へ
提
出
し
た
。

　

意
見
で
は
、
現
場
に
お
い
て
混
乱
が
生
じ
る
こ
と

な
く
、
都
市
自
治
体
及
び
従
事
者
が
安
心
し
て
鳥
獣

被
害
対
策
を
実
施
し
う
る
よ
う
な
制
度
と
す
る
こ
と

を
要
望
し
た
。

［
経
済
部
］

理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
を
開
催
。 

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
及
び
豪
雨
災
害 

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
決
議
」な
ど 

６
件
の
決
議
を
決
定
し
、
正
副
会
長
に
よ
り 

要
請

　

11
月
14
日
、
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
を
日
本
都

市
セ
ン
タ
ー
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。
原
・
総
務

審
議
官
か
ら「
地
方
行
財
政
の
課
題
」に
つ
い
て
講
演

の
後
、
前
日
開
催
の
行
政
、
財
政
、
社
会
文
教
、
経

済
の
各
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
踏
ま
え
、「
令
和

７
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
重
点
提
言
・

提
言
」を
決
定
し
た
。

　

次
い
で
、「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
及
び
豪
雨

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
決
議
」、「
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
推
進
と
人
口
減
少
へ
の
対
応
に
よ
る
新

た
な
地
方
創
生
の
実
現
に
関
す
る
決
議
」、「
都
市
税

財
源
の
充
実
強
化
・
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す

る
決
議
」、「
国
土
強
靱
化
、
防
災
・
減
災
対
策
等
の

充
実
強
化
に
関
す
る
決
議
」、「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
及
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
の

復
興
等
に
関
す
る
決
議
」、「
参
議
院
議
員
選
挙
制
度

改
革
に
関
す
る
決
議
」の
６
件
の
決
議
を
決
定
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
５
年
度
全
国
市
長
会
決
算
を
認

定
、
令
和
７
年
度
全
国
市
長
会
各
市
分
担
金
を
決
定

す
る
と
と
も
に
、
副
会
長
の
選
任
を
行
い
、
新
た
に
、

仲
川
・
奈
良
市
長
が
就
任
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
は
、
林
・
内
閣
官
房
長

官
、
青
木
・
内
閣
官
房
副
長
官
、
佐
藤
・
内
閣
官
房

副
長
官
、
自
由
民
主
党
の
小
野
寺
・
政
務
調
査
会
長
、
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公
明
党
の
斉
藤
・
代
表
、
佐
藤
英
道
・
衆
議
院
議
員
、

中
川
宏
昌
・
衆
議
院
議
員
、
角
田
秀
穂
・
衆
議
院
議

員
、
西
園
勝
秀
・
衆
議
院
議
員
、
山
崎
正
恭
・
衆
議

院
議
員
、
谷
合
正
明
・
参
議
院
議
員
、
平
林
晃
・
衆

議
院
議
員
、
秋
野
公
造
・
参
議
院
議
員
、
矢
倉
克
夫
・

参
議
院
議
員
に
対
し
て
、
決
議
の
実
現
方
に
つ
い
て

面
談
の
う
え
、
要
請
を
行
っ
た
。

　

こ
の
他
、
各
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
は
そ
れ

ぞ
れ
関
係
府
省
庁
の
幹
部
に
対
し
、
所
管
の
重
点
提

言
等
の
実
現
方
に
つ
い
て
面
談
の
う
え
、
要
請
を

行
っ
た
。

［
企
画
調
整
室
］

副
会
長
の
吉
田
・
本
庄
市
長
を
は
じ
め 

地
方
六
団
体
代
表
者
が「
日
本
創
生
に
向
け
た

人
口
減
少
対
策
な
ど
を
求
め
る
緊
急
提
言 

～
若
者
・
女
性
に
と
っ
て
も
魅
力
の
あ
る 

地
域
社
会
の
構
築
に
向
け
て
～
」に
つ
い
て
、 

伊
東
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
地
方
創
生
） 

に
対
し
要
請

　

11
月
14
日
、
副
会
長
の
吉
田
・
本
庄
市
長
を
は
じ

め
地
方
六
団
体
代
表
者
が
伊
東
・
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣（
地
方
創
生
）に
面
会
の
う
え「
日
本
創
生
に
向

け
た
人
口
減
少
対
策
な
ど
を
求
め
る
緊
急
提
言
～
若

者
・
女
性
に
と
っ
て
も
魅
力
の
あ
る
地
域
社
会
の
構

築
に
向
け
て
～
」に
つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
。

　

緊
急
提
言
で
は
、
人
口
減
少
問
題
の
構
造
的
課
題

解
決
に
あ
た
っ
て
、
若
者
・
女
性
に
と
っ
て
も
魅
力

の
あ
る
地
域
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
特
に
重
要
で

あ
り
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る
対
策
や
、
地

域
間
格
差
の
な
い
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
人
口
減

少
下
で
も
豊
か
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
強
力

に
推
進
す
る
こ
と
等
を
求
め
た
。
併
せ
て
、
経
済
界

な
ど
国
民
各
界
各
層
と
連
帯
す
る
よ
う
求
め
た
。

［
行
政
部
］

林・内閣官房長官（右から4人目）に要請

伊東・内閣府特命担当大臣（地方創生）（左から5人目）に要請する吉田・本庄市長（左から3人目）
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「
地
域
脱
炭
素
に
関
す
る
国
と
地
方
の
意
見 

交
換
会（
第
２
回
）」に
髙
橋
・
稲
城
市
長
が 

出
席

　

11
月
15
日
、「
地
域
脱
炭
素
に
関
す
る
国
と
地
方

の
意
見
交
換
会
（
第
２
回
）」
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か

ら
環
境
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
の
髙
橋
・
稲
城
市

長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
し
た
。

　

髙
橋
・
稲
城
市
長
か
ら
は
、
①
家
庭
部
門
の
脱
炭

素
化
に
つ
い
て
は
、
住
宅
と
自
動
車
以
外
の
分
野
の

脱
炭
素
化
を
い
か
に
推
進
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
分
野
の
方
法
論
を
国
に
お
い
て
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
、
②
系
統
接
続
の
拡
充
に
対
す
る
支
援

を
お
願
い
し
た
い
、
③
小
規
模
自
治
体
で
は
、
単
独

で
地
域
脱
炭
素
に
取
り
組
む
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た

め
、
広
域
的
な
ま
と
ま
り
の
中
で
、
都
道
府
県
を
中

心
に
地
域
の
金
融
機
関
な
ど
も
巻
き
込
ん
で
そ
れ
ぞ

れ
の
関
係
主
体
が
互
い
に
補
完
し
合
う
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
④
こ
れ
ま
で
の
中
小
企
業

の
支
援
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
我
々
も
共
に
取
り
組
む

が
、
都
道
府
県
に
は
前
面
に
立
っ
て
積
極
的
に
中
小

企
業
の
脱
炭
素
化
を
支
援
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
、
⑤
優
良
事
例
の
横
展
開
も
必
要
で
あ
る

が
、
地
域
脱
炭
素
の
一
層
の
推
進
の
た
め
に
は
、
全

自
治
体
の
底
上
げ
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
実
現
可
能
な
標
準
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
策
定
し
、
そ

の
導
入
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
⑥
現
時
点
で

は
自
治
体
が
脱
炭
素
に
取
り
組
む
た
め
の
財
源
が
圧

倒
的
に
不
足
し
て
い
る
。
公
共
施
設
へ
の
再
エ
ネ
の

導
入
は
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
防
災
対
策
を
も
担
う

こ
と
か
ら
一
般
財
源
か
ら
資
金
を
繰
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
財
源
を
大
き
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
等
と
発

言
し
た
。

［
経
済
部
］
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髙橋・稲城市長
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